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　　　　597　　　　　　皆既日食時の氣温降下

　昨1936年6月19rlの皆既日食の時，ホ1トン博士は汽船の甲板上で温度麹測を行った・

測定の器械は，澱度の攣化に非常に敏感で，その中に用ゐられてるるミリボルトメ1タ

・喘・リボ…礪み・・・・・…且つ・・リボ・・は・・le・・欄す・・鴬温度・

O．1。Cまで決定する：事が出紛る。

　観測は皆既の前50分より10分間置きに測り，皆既後は20秒置きに暫らく測り，再び10

分概きとした．樹ほ比較の爲め食の前後3日間宛の同時刻に於ける観測をして，これか

ら，食のなかった時の氣温磁化を求めておいた・之れと比較して，日食に依る氣温の最

大降下封は1．o「℃なる債を得た．之の量は一一」般に考へら才レてるる降下量より少ない様で

あるが，その原因として伺博士は二つの理朗を上げてみる．即ち1は，皆既時が早朝で

太陽の高さが僅かに9。しがなかった事．その2は，海上と言ふ整温上善の所で灘測した

爲めと考へられると．〔M．N．　Dec．1936〕

　　　　598　　　　　　　木星赤道帯の色の週期的心知

　ヰリアム氏は工899年と1930年との2同に，木．呈の2個の赤道帯の色が，夫々12．08年と

12・5年で攣化することを認めた・其後の襯測から之等の遍路は稽短かく，木星の難癖週

期（11．86）年と一致する事を確かめて，

　　　　　　　基準元期需1838・52十1L86E（年）

を得た．此の基準元期の時に色の赤味が，両紙は極小，南帯は糠大，或はそ才しに近い時

であった．そして牛週期経つと色の濃さは逆になる．今後の豫言として，1945．2年に北

帯は極小，南帯は極大となる筈．之れを魏測するには此の年から1～2年前後の間が大切

である．〔M，N．　Dec。1936〕

　　　　599　　　　最近恒星43個
　1930年にVan　de　KamP博士が5パ1セツク（16光年）以内の恒星36個の表を獲表した

事がある・其の後1935年にエ1ル天丈肇から硯差の新しい型録が出戸されたので，之才レ

からM　arshall氏が，5パ1セツク以内の星40個を撰び出した．其の表が獲表さわた後，

Reuyl博士の注意に依り7更に3個の星が追加獲表さオv，現今では総数43個が最近星と

なったわけである．それを第1表に示す，
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　次に三角視差では5パiセツクより遽い債であるが，分光覗差脚は力學視差では5パ1

セツク以内の儂を持つ星11個が第2表として示されてみる．〔P．A・Mar．＆Apr・1937〕
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第　　2　表
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　　　　600　　　　　　　　　　　　　　逡　　　星巨　　　離　　　愛　　　星

　Harlow　Shapleyの研究に依ると，銀河系の中心方向たる赤纏．17h36皿，赤緯一59。

（銀鱗300。，銀緯一15。）を撮影した所，銀緯低きに關わらず銀河外丁零の数は二普通と攣

らず，吸牧物質少なきことを示してみる・其慮では多数の新糠星が獲見さ才Vr　25出方度

の乾板中に星團型セブエイドで光度16以下のものが100個程あった．最微光5星の4均中

間光慶は17．57等級で，吸牧が0．5等級あるとし中盤光度0．0として距離を求めると85000

光年となる・銀河系中心まで40000光年であるから，この愛星の位置は銀河系の向側に

ネ目常する．〔H．0．B．904〕

　更にごんどは銀河中心と反封の方向，印ち赤口6b39m，赤緯＋45。（銀ts　1380，銀緯

十1go）附近を撮影した所，此虎も亦吸牧物質少なく殆んど光度に封して，吸牧に依る補

正の必要がない・こNでは27個の新攣星を獲見してみるが，その内中間光度最微の只團

型攣星は15．9等級で，一山を考へに入れぬと50000光年の距離となる．〔H．0．B．905・

Mar．　19，D，7）

　最後にW・Baadeは更に遠距離の星團型攣星を獲見してみる．それは赤縄14h25m，

赤緯一5。18ノ（銀経311e，銀緯十48。）で中間光度18．33であり，吸牧が0，33としても

130000光年となる・更：に銀河面よりの距離は100000光年となって，型はつわのレコ1ド・

ホルダ1と言へる．〔P．A．　S．　P．19360ct．〕

　　　　601　　　　　駅者座ζ星減光す

　R・Mtillerに依ると，3月29日及び4月9目には525等級であったものが，4月21日（ユ

リウス日万國時2428645・318－8645・443）には5．31等級となった．蓮績3時間の槻測中には

0・1等級以上の減光は認められてみないから，食は丁度この時，叉は直前に初まったもの

であらう・翌日（4月22．331万國時）には光度は625等級に減じて趣小となって居た．


